
 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



別紙1

1．機器構成内訳

　（１）ハードウェア
設置場所 本体名 数量

1式
1式
1台
1台
1台

IP-Pathfinder S 1式
関西支部 IP-Pathfinder S 1式

　（２）ソフトウェア
設置場所 本体名 数量

1
1
1
1
1
1
1
1

関西支部 IP-Pathfinder S 1

２．収容回線数

現用 実装
アナログ回線 1512 1538
デジタル回線 154 192
FMC 1700 1770
計 3366 3500
アナログ回線 15 48

2 局線用
1 専用線(対PathS用)

4 ＦＭＣ用
計 22 55
アナログ回線 3 16
デジタル回線 48 56 ACD仮想3/8
計 51 72
アナログ回線 6 8

1 局線用
1 ＦＭＣ用

計 8 10
アナログ回線 16 16
デジタル回線 4 8
計 20 24
アナログ回線 0 4

局線用
ＦＭＣ用

計 3 10

機器構成内訳 型名

機構
ＬＥＧＥＮＤ-Ｖ

本体架 FC1361A1
拡張架 FC1361F1
保守コンソール FMVE05004
警報表示盤 FC1901AL8
整流器 FC1368B
本体架 FC135EA1
本体架 FC135EA1

型名 備考

機構
ＬＥＧＥＮＤ-Ｖ

NB707001C 基本制御プログラム V11
NB7070111 二重化運転制御サービス V01

NB7070144 ISDN統合サービス V02
NB7071171 ライセンスパック2000
NB7071161 ライセンスパック1000
NB7071151 ライセンスパック500

IP-Pathfinder S
NB726015 基本サービス64　V5
NB726121 ACDサービス　V1

INS1500回線
(1枚　23ch)

NB726015 基本サービス64　V5

設置場所 本体名 回線種別
収容回線数

備考

2

3 6

本部

ＬＥＧＥＮＤ-Ｖ

内線

外線
INS1500回線
(1枚　23ch)

7

IP-Pathfinder S

内線

関西支部 IP-Pathfinder S

内線

外線 INS64回線

外線
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機能 内容

基本接続 内線相互及び公衆網との発着信通話機能

内線サービスクラス 内線毎にクラスを設け、公衆網及び専用線に対する発着信を規制

接続規制
公衆網及び専用線への接続が規制されている内線が、規制された回線へ発信すると、話中音が内線へ
送出され接続を規制

ラインロックアウト
受話器はずしや、線路障害でオフフックが⾧時間継続した場合、その回線に対して切断監視を行いま
す。また、一定内線数以上のロックアウト発生時には、ロックアウトアラーム（ＭＮアラーム）を発生しま
す。

着信音識別 呼出音を内線・専用線、公衆網着信で鳴動を変更

自動ハウラ 内線電話機が⾧時間受話器をはずしていた場合、自動的に警告音を送出。

内線代表
グループ内の代表内線に着信した場合のみ、グループ内で空き内線を探します。全内線話中の場合に
発信者に話中音を送出します。

ダイレクトピックアップ
複数の内線で構成されるグループ内いずれかの内線へ着信があった場合、グループ内の他内線から特番
ダイヤル及びワンタッチにより応答

全自動転送 着信をあらかじめ登録してある電話番号に自動的に転送

可変不在転送 他の電話機へ自分の内線番号を一時的に登録

固定短縮ダイヤル
局線に対してシステムとして固定の短縮ダイヤルが可能です。短縮ダイヤルで局線に発信することも、また
相手番号の一部（先頭からの番号）を登録し、後続ダイヤルは手動でダイヤルして発信することもでき
ます。固定短縮ダイヤルは甲Ｂ以上の内線クラスであれば、どの内線からでも利用できます。

可変短縮ダイヤル

局線に対して個々の内線グループごとに短縮ダイヤルの登録・変更が自由でグループ共通で短縮ダイヤル
が使用できます。
短縮ダイヤルで局線に発信することも、また相手番号の一部（先頭からの番号）を登録し、後続ダイヤ
ルは手動でダイヤルして発信することもできます。
電話機ごとに内線クラスの規制は受けますが、可変短縮ダイヤルの登録は可能です。

コールバック
内線、専用線、公衆網と通話中に、通話中の相手を保留し、他の内線と相互通話（コールバック）が
できること。また、自内線が受話器を置けば保留中の相手を後から呼んだ相手に接続する。

リレー着信
複数の内線を１群として代表内線を設定することにより、代表内線への着信に対して、自動的に群内の
空き内線へ着信すること。その際、任意の順番を設定する。

転送 電話機の操作で着信呼を指定した内線に着信（転送）する。

内線代表
公衆網からの着信を内線に電気通信事業者との同等な番号を割り当て、直接着信させる。また公衆網
からの着信後、後続ダイヤルで内線番号を受信することにより、任意の内線に対して接続させる。

発信番号 発信番号（相手方への表示番号）を電話機毎に任意で設定

回線設定
機構内の回線についてはアナログ・デジタルを任意で設定できること。アナログ回線についてはダイヤル・プッ
シュを任意で設定

交換機のサービス機能



機構 関西支部

稼働状況の確認 目視点検、ランプ表示による動作運用状況確認 訪問時毎回 1回/年

各種信号音試験 各種信号音をモニターで確認 訪問時毎回 1回/年

内線加入者動作試験 内線の通話状況及び転送・保留試験 訪問時毎回 1回/年

局線発着信試験 NTT回線の通話状況確認 訪問時毎回 1回/年

専用線発着信試験 専用回線の通話状況確認 訪問時毎回 1回/年

障害警報動作試験 ヒューズ、ファン等で確認 訪問時毎回 1回/年

架内等清掃点検 本体架の清掃等 1回/年 1回/年

時刻合わせ LEGEND-V及びIP Pathfinder Sの時刻確認 訪問時毎回 1回/年

交換機連動確認 メイン交換機とサブ交換機の連動確認 訪問時毎回 －

部品交換 冷却ファン、整流器等の消耗品の交換 適宜 1回/年

配線盤、端子盤点検 MDF、各種端子、接続部の目視点検 訪問時毎回 1回/年

屋内配線点検 配線状況の点検 訪問時毎回 1回/年

電話機点検 外観の目視点検、動作状況確認 訪問時毎回 1回/年

出力 稼動点検、動作状況確認、障害ログの確認・分析 訪問時毎回 －

管理 バックアップファイル作成・保守コンソールの管理 訪問時毎回 －

自動応答装置 自動応答装置の設定確認・メンテナンス 訪問時毎回 －

ＡＣＤ ＡＣＤ機能の確認・検証 訪問時毎回 －

その他
法定停電対応（停電前後のON/OFF、立上時の障害対応等）
機構（新霞が関ビル）は年２回対応・関西支部は年1回対応

２回/年 1回/年

その他 設定変更（内線番号、ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ着信、ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｸﾞﾙｰﾌﾟ、発信番号等） 適宜 適宜

その他
携帯電話機と電話交換機の回線接続運用に関する設定変更
東京:原則月1回（30台×９回＋300台×３回　程度）
関西支部:年間10台程度

適宜 適宜

その他
軽微な端末増移設
東京:月1回／原則10台未満（年間60台程度）
関西支部:年間5台程度

適宜 適宜

その他 法令の改正に伴う休日設定作業 適宜 適宜

※点検終了後は報告書を提出すること

※設定変更及び増移設を行った際は別途変更後のデータを残すこと

※各作業後はデータバックアップを行うこと

※ハード障害時の部品費・対応費も本契約に含む

その他

本
体電

子
交
換
機

点検周期
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点検項目 点検内容

屋
内

運用管理

保守点検作業項目
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